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試料採雪 天 気 採雪場所の 標高
雪 予備圧縮
温 地　　　形 S1」㈲ 採　　雪　　法 雪質 密　度分類年月日 候 ⑩ 温 （9乃劫
国道17号線二 深さ約1伽のざらめ層の下部の密 1月中旬頃
54 曇 2居地区旧国道の 度の大きいしまり雪の層に平行に 降雪のあっ 0，27




54 曇 口（上り）左側 後，予備圧縮し，サノプラー2本 O．136～
時
一1．2平坦地の日陰 分の試料を合体し，それをサンプ 0．081 一02 0．23
B　2 ㌔ 900ラー内で長さ3001㎜まで圧縮。 94励 ∫ ∫々




54 打峠附近杉林の たく締め固まった薄いしまり雪層 雪に近く氷 O．45





























変 速 機 リングコーン式無段変速，変速比1：10














































試料（試科分類） 〃． A1－6 A1－7試験年月日 54．4．10（am）室温（圧雪温） ℃ 一4．5～一5．5
試料長　さ ㎜ 89．5 81（?????）試料正味重量 9 391．5 429．4試科密　度 9乃劫 0．287 0．315サンプラー内径X長さ ㎜ 101x107
圧 縮　速 度 鮒 10変 位 量 ㎜ 13．1 49．6（?????
密 度 9乃亮 O．311 0．447
応 力 Kgf棚 1．6 2．7
試料長　さ ㎜ 89．5 81（?????密 度 9乃拐 0．546 O．662
応 力 Kgf〃 12．9 25．7
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’及び 及び 測定器（ビックアップ）仕様（出力～容量～感度～精度） 測　　　　　定　　　　　法測定項目 測定器
採　雪 スノーサソプラー 内径×長さ：100×400㎜山問地（表1〕のしまり雪または新雪層へ，スノーサンプ
及び （透明アクリル　厚さ5卿） ラーを水平に押し込んで採雪（写真1）。そのサソプラー
密度測定 は　か　り 測定範囲：40～8009にピストソを押し込み予備圧縮をして茶箱に人れて低温室最小目盛＝29 へ傑管。採雪層ならびに予備圧縮した圧雪の密度測定。






試料整形 カソナ・ノコギリ 写真5 円柱型圧縮試料を平行に削り，回転テーブルヘ接着しやすいよう整形。
切削力測定 三分力計1工具動 三分力計 低温室の回転圧雪試験機のスライド式ホルダーに三分力計
及び 力計）（写真12 共和電業丁ト300M（AK9387）をとりつけ，設定深さに保持し，テーブル上の圧雪を回転
水平力 回転圧雪試験機 （主分力〕　300Kθf させ切削低抗を測定（写真13）。









1コ　　ヘ“ ハンドル目盛1／80㎜ ハソドル目盛とノギスを利用。切削深さ 変位計 昭和測器TCL－50W P試験のときは変位計を利用。（容量：0～50㎜）
先端貰入棒：6② 試験条件が変わるごとに回転テーブル上に接着してある人











顕微鏡組 顕微鏡 日本光学　POH 必嘆に応じて人工圧雪の組織写真の撮影（写真6～8〕。（偏光顕微鏡）
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旺雪試料特性 2 1～6へB，C㎜1～4刈14．5仁5．5 一 1 圧雪密度 圧縮応力硬　度 図一7，10，15の合体
〃 ・7 1，2 B 2／21～23” 一 1 ”
??? 図一15と硬度特性ほぽ同一
” 10 3 C 舳 ” 一 一 ” ?? 図一7と圧縮特性ぼま同一硬度小
” 154～6 A 2■27440～11 ” ■ I ”
??





圧雪温度　（4段階） 16 4 Al15■8～9 一5．5～一16 一 ■ 旺雪密度 ”
”　　　（5段階） 17 4 A1l5刈0～11一1～一16 ■ 一 ” ”
”　　　（　”　） 18 4
????）
5刈ト11 一1～一16 一 一 圧雪温度 ”
圧　　雪　　硬　　度 27 ・
????
主　なデータ 一5～一16 4 一 硬　度
?、????
切削深さの変化　　（3段階） 8 1 B1 2■25一4．5～一5．5 4 5～12圧雪密度 水　　平切削低抗
　　”（5段階） 9 2 B2
???
一5 4 3～10” ”
”
5 11 3 C 洲
一4．5～一5．5 ??
2～6 ” ” 図一gより　　30％ハ
切削　刃の変化　　（すくい角4種） 12 3 C 3刈 一4．5～一5．5 1，3～5 3 ” 水平比切削抵抗 圧縮応力の　　グラフ
　　”（　・　5種） 21 5 A12 5刈5一4．5～一5．51～5 3 ” ” 図一28参
　　”（　”　3種） 23 6 A2 5■18～19一4 3～57，8 3 ” ”
（　”　5種） 24 6
?（???





1～5 3～4 ” 比　率
図一12，21，23～24のまとめ
切肖1」刃及び，温度変化働削刃5種，混度変化4段階〕22 5 A12545～17一8～一161，2，3，5 3 圧雪密度 水平比切削低抗 温度変化すくい角変化
圧雪　溢度変化　　（4段階） 20 4 A115榊 一55～一16 4 3 ” ”
　　”（　　・　　） 19 4 A11（3種）5■9～11一4～一16 4 3 圧雪温度 ”
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???試験j蝶 　1～B小’■5～2一　■　　＾ 試料 密度
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記呂 試料 室温 切削刃口 1℃j ［κ〕
O A11一5 4
● A11一16 4
△ A1 一4 4
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　　　　　圧雪密度　（gイ“）
図30　単位水平切削仕事率の計算図
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あとがき
　低温室での人工圧雪の切削実験の結果，切削抵抗に影響を与える条件と，人工圧雪のカ学
的諸性質との関係を，実験式として求めることができた．
　路面圧雪の切削上の問題で，今後実用上必要とされるもののひとつとして高速切削がある．
時速20km／hあるいはそれ以上の高速域での切削には，多様に変化する路面圧雪のカ学的
性質との関係を求める切削機構が解明されなければならないが，この研究はその際の有用な
手がかりを与えるものと考えている．
　おわりに，本稿の作成にあたり，雪害実験研究所栗山弘所長，野原以左武第3研究室長か
ら有益な助言をいただいた．ここに記して感謝の意を表する．
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